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(57) Abstract: Disclosed i s a signal generator circuit, which i s
employed in a display device comprising: pixels further compris
ing pixel electrodes; conductors that form capacitance with the
pixel electrodes; data signal line drive circuits that output data
signals, the polarity whereof reverses once in every n horizontal
scan intervals (where n i s a natural number); and scan signal line
drive circuits that output scan signals. The signal generator circuit
generates drive signal o f the conductors, and includes flip-flops
o f a plurality o f stages. A gate circuit and a latch circuit are dis
posed u on each flip-flop. I n a flip-flop o f a given stage, the scan
signal o f the preceding stage and the scan signal o f the following
stage are inputted into the gate circuit, and the polarity signal that
reverses once in every n horizontal scan intervals i s inputted via
the gate circuit into the latch circuit. The arive signal o f the given
stage i s generated according t o the output o f the flip-flop o f the
given stage. I t i s thus possiole t o implement a driver circuit that i s
employed in a charge-coupling (CC) driven o r a COM-driven liq
uid crystal display device with a simple configuration.

(57) 要約： 本信号生成回路は、画素電極を含む画素
と、上記画素電極と容量を形成する導電体と、 n 水
平走査期間 （n は自然数） ごとに極性が反転する
データ信号を出力するデータ信号線駆動回路と、走
査信号を出力する走査信号線駆動回路とを含む表示
装置に用いられ、上記導電体の駆動信号を生成する

信号生成回路であって、複数段のフリップフロップを含み、各フリップフロップにはゲー ト回路とラッ
チ回路とが設けられ、自段のフリップフロップについて、ゲー ト回路に、自段の前段の走査信号と自段
の後段の走査信号とが入力されるとともに、ラツチ回路に、 n 水平走査期間ごとに反転する極性信号が
上記ゲー ト回路を介 して入力され、自段のフリップフ口ップの出力に応 じて自段の駆動信号が生成され
る。こうすれば、C C (Charge Coupling) 駆動やC O M駆動の液晶表示装置に用いられる ドライバ回路を
簡易な構成で実現することができる。



明 細 書

発明の名称 ：信号生成回路、液晶表示装置

技術分野

[0001 ] 本発 明は、例 えば、 C C (Charge Coup l i ng) 駆 動 （データ書 き込み後 に画

素電極 の電位 を変動 させ る駆動）や C O M 駆動 （データ書 き込み前 に共通電

極 の電位 を変動 させ る駆動） を行 う液晶表示装置 に用い られ る信号生成 回路

( ドライバ回路） に関する。

背景技術

[0002] 特許文献 1 には、 C C 駆動 を行 う従来の液晶表示装置が開示 されている。

この液晶表示装置では、画素電極 にデータ （信号電位） を書 き込み、走査信

号線 を非 ァクテ ィプに した後 に、該画素電極 と容量 を形成 する保持容量配線

( C S 配線）の電位極性 を反転 させ ることで、該画素電極 の電位 を変動 させ

る。 図 3 2 は、上記液晶表示装置のゲ一 卜ドライバ （走査信号線駆動回路）

3 0 および C S ドライバ （保持容量配線駆動回路） 4 0 の構成 を示 している

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：W O 2 0 0 9 / 0 5 0 9 2 6 号公報 （2 0 0 9 年 4 月 2 3 日公開

)

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0004] しか しなが ら、 図 3 2 示 す C S ドライバ は構成 が複雑 になるとい う問題 が

あ った。

[0005] 本発 明の 目的は、例 えば C C 駆動や C O M 駆動の液晶表示装置 に用い られ

る信号生成 回路 （ドライバ回路） を簡易な構成 で実現 する点 にある。

課題 を解決するための手段

[0006] 本信号生成 回路 は、画素電極 を含む画素 と、上記画素電極 と容量 を形成 す



る導電体と、 n 水平走査期間 （n は自然数）ごとに極性が反転するデータ信

号を出力するデータ信号線駆動回路と、走査信号を出力する走査信号線駆動

回路とを含む表示装置に用いられ、上記導電体の駆動信号を生成する信号生

成回路であつて、複数段のフリップフ口ップを含み、各フリツプフ口ップに

はゲ一 卜回路とラッチ回路とが設けられ、自段のフリップフロップについて

、ゲー ト回路に、自段の前段の走査信号に同期する信号と自段の後段の走査

信号に同期する信号とが入力されるとともに、ラッチ回路に、 n 水平走査期

間ごとに反転する極性信号が上記ゲ一 卜回路を介 して入力され、自段のフリ

ップフ口ップの出力に応 じて自段の駆動信号が生成されることを特徴とする

[0007] このように、データ信号が水平走査期間 （n は自然数）ごとに極性反転す

る場合に、自段のフリップフ口ップのゲ一 卜回路に、自段の前段の走査信号

に同期する信号と自段の後段の走査信号に同期する信号とを入力 し、そのラ

ツチ回路に、 n 水平走査期間ごとに反転する極性信号を上記ゲー 卜回路を介

して入力することで、自段の画素へのデータ信号の書き込み前、または自段

の画素へのデータ信号の後に導電体の電位を変動させることができる。これ

により、簡易な信号生成回路によってC C駆動やC 0 M駆動を実現すること

ができる。

発明の効果

[0008] 本発明によれば、簡易な構成の信号生成回路 （ドライバ回路）によってC

C駆動やC 0 M駆動を実現することができる。

図面の簡単な説明

[0009] [ 図1] 本C S ドライバを含む液晶表示装置 （実施の形態 1 ) の構成を示す模式

図である。

[ 図2] 本C S ドライバの構成を示す回路図である。

[ 図3] 図 2 のC S ドライバに含まれるインバ一タ （出力側）の構成を示す回路

図である。

[ 図4] 図 2 のC S ドライバに含まれるフリップフ口ップの構成を示す回路図で



ある。

[ 図5] 図 2 の C S ドライバ を含む液晶表示装置の駆動方法 （順方向走査）を示

すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図6] 図 2 の C S ドライバ を含む液晶表示装置の駆動方法 （逆方向走査）を示

すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図7] 本 C S ドライバの別構成 を示す回路図である。

[ 図8] 図 7 の C S ドライバ に含 まれるフ リップフ ップの構成 を示す回路図で

ある。

[ 図9] 図 7 の C S ドライバ を含む液晶表示装置の駆動方法 （順方向走査）を示

すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図 10] 図 7 の C S ドライバ を含む液晶表示装置の駆動方法 （逆方向走査）を

示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図 11] 図 7 の C S ドラ ' （フ リップフロップは図 8 の構成）を含む液晶表

示装置の初期化動作 を示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図 12] 図 7 の C S ドライバ に含 まれるフ リップフ ップの別構成 を示す回路

図である。

[ 図 13] 図 7 の C S ドラ ' （フ リップフロップは図 1 2 の構成）を含む液晶

表示装置の初期化動作 を示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図 14] 本 C S ドライバのさ らなる別構成 を示す回路図である。

[ 図 15] 図 1 4 の C S ドライバ に含 まれるフ リップフ ップの構成 を示す回路

図である。

[ 図 16] 図 1 4 の C S ドライバ に含 まれるフ リップフ ップの別構成 を示す回

路図である。

[ 図 17] 図 1 4 の C S ドラ （フ リップフロップは図 1 6 の構成）を含む液

晶表示装置の駆動方法 を示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図 18] 図 1 6 の フ リップフ ップの変形例 を示す回路図である。

[ 図 19] 図 7 の C S ドライバ を含む液晶表示装置の別の駆動方法 （2 H 反転）

を示すタイミングチヤ一 卜である。



[ 図 20] 本液 晶表示装置 のゲ一 卜ドライバ の構成 を示 す回路 図であ る。

[ 図 2 1 ] 図 2 のゲ一 卜ドライバ に含 まれ るフ リップフ口ップの構成 を示 す回

路 図であ る。

[ 図22] 図 2 0 のゲ一 卜ドライバ の駆動方法 （順方 向走査 ） を示 す タイ ミング

チ ヤ一 卜であ る。

[ 図23] 図 2 0 のゲ一 卜ドライバ の駆動方法 （逆方 向走査 ） を示 す タイ ミング

チ ヤ一 卜であ る。

[ 図24] 図 2 0 のゲ一 卜ドライバ の初期化動作 を示 す タイ ミングチ ヤ一 卜であ

る。

[ 図25] 本 C O M ドライバ を含 む液 晶表示装置 （実施 の形態 2 ) の構成 を示 す

模 式図であ る。

[ 図26] 本 C O M ドライバ の構成 を示 す回路 図であ る。

[ 図27] 図 2 6 の C O M ドライバ に含 まれ るフ リップフ口ップの構成 を示 す回

路 図であ る。

[ 図28] 図 2 6 の C O M ドライバ を含 む液 晶表示装置 の駆動方法 （順方 向走査

) を示 す タイ ミングチ ヤ一 卜であ る。

[ 図29] 図 2 6 の C S ドライバ を含 む液 晶表示装置 の駆動方法 （逆方 向走査 ）

を示 す タイ ミングチ ヤ一 卜であ る。

[ 図30] ィ ンバ 一 夕の構成例 を示 す回路 図であ る。

[ 図 3 1 ] 図 1 の液 晶表示装置 （実施 の形態 1 ) の変形例 を示 す模 式図であ る。

[ 図32] 従 来 の C S ドライバ の構成 を示 す回路 図であ る。

発明を実施するための形態

[001 0] 以 下、本発 明の実施 の形態 を、 図 1 ~ 3 1 を用 いて説 明す る。

[001 1] 〔実施 の形態 1 〕

図 1 は、本液 晶表示装置 1 の構成 を示 す プロック図であ る。 同図 に示 す よ

うに、本液 晶表示装置 1 は、表示制御 回路 2 、液 晶パ ネ ル 3 、 ソ ー ス ドラ イ

バ 4 、 ゲ一 卜ドライバ 5 、 および C S ドライバ 6 を備 える。液 晶パ ネル 3 に

は、走査信号線 （G n _ 1 G n G n + ) デ ー タ信号線 （S ί ) 、 画



素 （P X n _ 1 、 P X n 、 P X n + 1 ) および保持容量配線 （C S n _ 1

C S n C S n + ) が設 け られ、例 えば、画素 P X n に設 け られた画素電

極 は、 T F T を介 して走査信号線 G n およびデータ信号線 S i に接続 され、

さ らに、保持容量配線 C S n と容量 を形成 している。 そ して、保持容量配線

C S n は、 C S ドライバ 6 の n 段 の出力端 U n に接続 され、走査信号線 G n

は、ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段 の出力端 0 n に接続 されている。 ここで、走査

信号線 を駆動するゲ一 卜ドライバ 5 (双方向シフ トが可能）は、例 えば、 出

力端 0 n か ら n 段 の走査信号 を出力する。データ信号線 を駆動するソー ス ド

ライバ 4 は、 n 水平走査期間 （n は自然数） ごとに極性が反転するデータ信

号 を出力する。保持容量配線 を駆動するC S ドライバ 6 は、例 えば、 出力端

U n か ら n 段 の駆動信号 を出力する。 また、表示制御回路 2 はソー ス ドライ

バ 4 、 ゲ一 卜ドライバ 5 、 および C S ドライバ 6 を制御する。なお、図 1 の

ように表示部の一方の側 にゲ一 卜ドライバ 5 および C S ドライバ 6 を配置 し

てもよい し、図 3 のように （液晶パネルの）表示部の一方の側 にゲ一 卜ド

ライバ 5 を配 し、他方の側 にC S ドライバ 6 を配する （ゲ一 卜ドライバ 5 と

C S ドライバ 6 とを、 それ らの間に表示部が位置するように設 ける） ことも

で きる。図 3 1 の構成では狭額縁化が可能 となる。 また、ゲ一 卜ドライバ 5

および C S ドライバ 6 の少な くとも一方が、液晶パネル に一体形成 （モノ リ

シ ックに形成）されていてもよい。

図 1 の C S ドライバ 6 の構成 は図 2 の とお りである。すなわち、 C S ドラ

ィバ 6 は、段状 に接続 された複数の単位回路 （U C n — 1 ' U C n ' U C n

+ 1 ) と、 C S 極性信号 ライン P O L と、第 1 および第 2 C S 電位供給 ライ

ンC S H C S L とを備 え、単位回路 U C n — 1 は、 フ リップフロップ F n

- と、 2 個 のィンバ一タ i b n — 1 ί Β η — 1 と、 出力端 U η — 1 とを

含み、単位回路 U C n は、 フ リップフロップ F n と、 2 個 のインバ一タ ί b

n ί B n と、 出力端 U n とを含み、単位回路 U C n + 1 は、 フ リップフ口

ップ F n + 1 と、 2 個 のィンバ一タ i b n + 1 ί Β η + 1 と、 出力端 U η

+ とを含む。



[001 3] 図 3 は、 イ ンバ一タ i B j ( j = n _ 1 n n + 1 ) の具体的回路構成

である。 同図に示 され るように、 イ ンバ一タ ί B j は、入力端 が、 P チ ヤネ

ル トランジスタの制御端子 と N チ ャネル トランジスタの制御端子 とに接続 さ

れ、 出力端 が、 P チ ャネル トランジスタの一方の導通端子 と N チ ャネル トラ

ンジス夕の一方の導通端子 とに接続 され、 P チ ャネル トランジスタの他方の

導通端子が第 1 C S 電位 （V H ) 供給 ライ ンC S H に接続 され るとともに、

N チ ャネル トランジスタの他方の導通端子が第 2 C S 電位 （V L ) 供給 ライ

ンに接続 されている構成 である （ただ し、 V H > V L ) 。

[0014] 図 4 は、 フ リップフロップ F j ( j = n - n n + ) の具体的回路

構成 である。 同図に示 され るように、 フ リップフロップ F j は、 5 つの入力

端 （A ~ D X ) と、 2 個 の出力端 （Q Q B ) と、 4 つのアナ ログスイ ツ

チ 1 1 ~ 1 4 と、 2 つのイ ンバ一タ 2 1 . 2 3 とを含み、 A 端子がアナ ログ

スィ ッチ 1 1 の N 端子 とアナ ログスィ ッチ 1 3 の P 端子 とに接続 され、 B 端

子がアナ ログスィ ッチ 1 1 の P 端子 とアナ ログスィ ッチ 1 3 の N 端子 とに接

続 され、 C 端子がアナ ログスィ ッチ 1 2 の N 端子 とアナ ログスィ ッチ 1 4 の

P 端子 とに接続 され、 D 端子がアナ ログスィ ッチ 1 2 の P 端子 とアナ ログス

イ ッチ 1 4 の N 端子 とに接続 され、 X 端子が、 アナ ログスィ ッチ 1 1 を介 し

てイ ンバ一タ 2 1 の入力端子 に接続 され るとともに、 アナ ログスィ ッチ 1 2

を介 してイ ンバ一タ 2 3 の入力端子 に接続 され、 イ ンバ一タ 2 の出力端子

が、 アナ ログスィ ッチ 1 4 を介 してイ ンバ一タ 2 3 の入力端子 に接続 され、

イ ンバ一タ 2 3 の出力端子が、 アナ ログスィ ッチ 1 3 を介 してイ ンバ一タ 2

の入力端子 に接続 され、 Q端子がィ ンバ一タ 2 の入力端子 に接続 され、

Q B 端子がイ ンバ一タ 2 1 の出力端子 に接続 され、 アナ ログスィ ッチ 1 1

2 がゲ一 卜回路 G C を構成 し、 アナ ログスィ ッチ 1 3 4 およびイ ンバ

—タ 2 1 2 3 が ラ ッチ回路 L C を構成 している。

[001 5] 図 2 に戻 って、 自段 である j 段 （」= η _ 1 · η · η + 1 ) の単位 回路 U

C j については以下の とお りである。 すなわち、 イ ンバ一タ ί b j の入力端

は、 ゲ一 卜ドライバ 5 の 」段 （自段）の出力端 0 j と、 j _ 1 段 （前段）の



フ リップフロップ F n _ 1 の C 端 子 と、 j + 1 段 （後段 ）の フ リツプフ口ッ

プ F n + 1 の A 端 子 とに接続 され、 イ ンバ 一 タ回路 ί b j の 出力端 は、 j _

段 （前段 ）の フ リップフロップ F n _ 1 の D 端 子 と、 j + 1 段 （後段 ）の

フ リップフロップ F n + 1 の B 端 子 とに接続 されている。 そ して、 フ リップ

フロップ F j は、 A 端 子が、 ゲ一 卜ドライバ の j _ 1 段 （前段 ）の出力端 0

j - に接続 され、 B 端 子が、 j _ 1 段 （前段 ）のィ ンバ 一 タ ί b j _ 1 の

出力端 に接続 され、 C 端 子が、 ゲ一 卜ドライバ の j + 1 段 （後段 ）の出力端

0 j + に接続 され、 D 端 子が、 j + 1 段 （後段 ）のィ ンバ 一 タ ί b j + 1

の 出力端 に接続 され、 X 端 子が、 C S 極性信号 ライ ン P O L に接続 され、 Q

B 端 子が、 j 段 のィ ンバ 一 タ ί B j を介 して単位 回路 U C j の 出力端 U j に

接続 されている。 すなわち、 この単位 回路 U C j で は、 フ リップフロップ F

j の 出力端 Q B が H (非 アクテ ィブ）の ときに出力端 U j か ら電位 V L ( L

0 « 側 の 〇 3 電位 ）が出力 され、 出力端 Q B が L ( ア クテ ィブ）の ときに出

力端 U j か ら電位 V H ( H i g h 側 の C S 電位 ）が出力 され る。

[001 6] 図 5 は、 図 2 の C S ドライバ 6 を含 む液 晶表示装置 1 の駆動方法 （順方 向

走査 時の フ レーム F および フ レーム F 2 ) を示 す タイ ミングチ ヤ一 卜であ

る。 なお、 C S 極性信号 ライ ン P O L には、 一水平走査期 間 （1 H ) ごとに

極性 が反転 す る C S 極性信号 が供給 され る。 また、 フ レーム F 1 は電源投入

後 の最初 の フ レームであ り、 F 開始時 に、 ゲ一 卜ドライバ 5 が初期化 され

てすベ ての出力端 が アクテ ィブにされ る とともに、 C S ドライバ 6 も初期化

されてすべ ての出力端 が 「V L 」 にされ るもの とす る （後述）。以下では、

n 段 を基準段 （自段 ） とす る。

[001 7] フ レーム F 1 で は、 ゲ一 卜ドライバ 5 の n _ 1 段 （前段 ）の出力端 0 n _

が ァクテ ィプにな る と、前段 の画素 P X n - にマ イナスの信号電位 が書

き込 まれ る。 この とき、 フ リップフロップ F n は、 A 端 子が 「H 」、 B 端 子

が 「し」、 C 端 子が 「し」、 D 端 子が 「H 」 とな り （アナ ログスィ ッチ 1 1

4 のみ O N ) 、 出力端 Q B に C S 極 性信号 の反転信号 （「H 」）が出力

され るため、 出力端 U n の電位 は V L ( _ 0 « 側 の 〇 3 電位 ）の ままであ る



。 そ して、 出力端 0 n _ 1 が非 アクテ ィブにな る と、 フ リップフロップ F n

は、 A 端 子が 「し」 、 B 端 子が 「H 」、 C 端 子が 「し」 、 D 端 子が 「H 」 と

な り （アナ ログスィ ッチ 1 3 4 のみ O N ) 、 ラ ッチ状態 とな る （出力端

Q B は 「H 」の まま）。 よ って、 出力端 U n の電位 は V L の ままであ る。

[001 8] 次 に、 ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段 の出力端 0 n が アクテ ィブにな る と、 自段

の画素 P X n に プラスの信号電位 が書 き込 まれ る。 この とき、 フ リップフロ

ップ F n は、 ラ ッチ状態 が維持 され るため、 出力端 U n の電位 は V L の まま

であ る。 また、 フ リップフロップ F n + 1 は、 A 端 子が 「H 」、 B 端 子が 「

し」 、 C 端 子が 「し」 、 D 端 子が 「H 」 とな り （アナ ログスィ ッチ 1 1 1

4 のみ O N ) 、 出力端 Q B に C S 極 性信号 の反転信号 （ 「し」 ）が出力 され

るため、 出力端 U n + 1 の電位 は V H ( H i g h 側 の C S 電位 ） に反転 す る

。 そ して、 出力端 0 n が非 アクテ ィブにな る と、 フ リップフロップ F n + 1

は、 A 端 子が 「し」 、 B 端 子が 「H 」、 C 端 子が 「し」 、 D 端 子が 「H 」 と

な り （アナ ログスィ ッチ 1 3 4 のみ O N ) 、 ラ ッチ状態 （出力端 Q B は

「し」 の まま） とな る。 よ って、 出力端 U n + 1 の電位 は V H の ままであ る

[001 9] 次 に、 ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 1 段 （次段 ）の出力端 0 n + 1 が ァクテ ィ

プにな る と、次段 の画素 P X n + 1 にマイナスの信号電位 が書 き込 まれ る。

この とき、 フ リップフロップ F n は、 A 端 子が 「し」 、 B 端 子が 「H 」、 C

端 子が 「H 」、 D 端 子が 「し」 とな り （アナ ログスィ ッチ 1 2 3 のみ 0

N ) 、 出力端 Q B に C S 極 性信号 （ 「し」 ）が出力 され るため、 出力端 U n

の電位 は V H ( H i g h 側 の C S 電位 ） に反転 す る。 これ に伴 い、 自段 の画

素 P X n の電位 は、書 き込 まれた信号電位 （プラス）か ら高電位側 にシ フ ト

す る。 そ して、 出力端 0 n + 1 が非 アクテ ィブにな る と、 フ リップフロップ

F n は、 A 端 子が 「し」 、 B 端 子が 「H 」、 C 端 子が 「し」 、 D 端 子が 「H

」 とな り （アナ ログスィ ッチ 1 3 4 のみ O N ) 、 ラ ッチ状態 とな る （出

力端 Q B は 「し」 の まま）。 よ って、 出力端 U n の電位 は V H の ままであ る

。 すなわち、画素 P X n の電位 は、 シ フ ト後 の電位 を維持 す る。



[0020] 次 に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 2 段の出力端 0 n + 2 がアクテ ィブになる

と、 フ リップフロップ F n + 1 は、 A 端子が 「し」、 B 端子が 「H 」、 C 端

子が 「H 」、 D端子が 「し」 とな り （アナログスィッチ 1 2 3 のみ O N

) 、 出力端 Q B にC S 極性信号 （「H 」）が出力されるため、出力端 U n +

1 の電位は V L ( 1_ 0 « 側の〇 3 電位）に反転する。 これに伴い、次段の画

素 P X n + 1 の電位は、書 き込 まれた信号電位 （マイナス）か ら低電位側 に

シフ トする。そ して、出力端 0 n + 2 が非 アクテ ィブになると、 フ リップフ

ロップ F n + 1 は、 A 端子が 「し」、 B 端子が 「H 」、 C 端子が 「し」、 D

端子が 「H 」 とな り （アナログスィッチ 1 3 4 のみ O N ) 、 ラッチ状態

となる （出力端 Q B は 「H 」のまま）。 よって、出力端 U n + 1 の電位は V

L のままである。すなわち、画素 P X n + 1 の電位は、シフ ト後の電位 を維

持する。

[0021 ] フ レー ム F 2 で は、 ゲ一 卜 ドライバ 5 の n _ 1 段 （前段）の 出力端 0 n _

がァクテ ィプになると、前段の画素 P X n - にプラスの信号電位が書 き

込 まれる。 このとき、 フ リップフロップ F n は、 A 端子が 「H 」、 B 端子が

「し」、 C 端子が 「し」、 D端子が 「H 」 とな り （アナログスィッチ 1 1

1 4 のみ O N ) 、 出力端 Q B にC S 極性信号の反転信号 （「し」）が出力さ

れるため、出力端 U n の電位は V H ( H i g h 側の C S 電位）のままである

。そ して、出力端 0 n _ 1 が非 アクテ ィブになると、 フ リップフロップ F n

は、 A 端子が 「し」、 B 端子が 「H 」、 C 端子が 「し」、 D端子が 「H 」 と

な り （アナログスィッチ 1 3 4 のみ O N ) 、 ラッチ状態 となる （出力端

Q B は 「し」 のまま）。 よって、出力端 U n の電位は V H のままである。

[0022] 次 に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段の出力端 0 n がアクテ ィブになると、 自段

の画素 P X n にマイナスの信号電位が書 き込 まれる。 このとき、 フ リップフ

ロップ F n は、 ラッチ状態が維持されるため、出力端 U n の電位は V H のま

まである。 また、 フ リップフロップ F n + 1 は、 A 端子が 「H 」、 B 端子が

「し」、 C 端子が 「し」、 D端子が 「H 」 とな り （アナログスィッチ 1 1

1 4 のみ O N ) 、 出力端 Q B にC S 極性信号の反転信号 （「H 」）が出力さ



れるため、出力端 U n + の電位はV L ( L o w 側のC S 電位）が維持され

る。そして、出力端 0 n が非アクティブになると、フリップフロップF n +

は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」 、 D端子が 「H」

となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状態となる （出力

端Q B は 「H」のまま）。よって、出力端 U n + の電位はV L のままであ

る。

[0023] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 1段 （次段）の出力端 0 n + 1 がァクティ

プになると、次段の画素 P X n + 1 にプラスの信号電位が書き込まれる。こ

のとき、フリップフロップF n は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端

子が 「H」、 D端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 1 2 3 のみO N

) 、出力端Q B にC S極性信号 （「H」）が出力されるため、出力端 U n の

電位はV L ( 1_ 0 «側の〇3 電位）に反転する。これに伴い、自段の画素 P

X n の電位は、書き込まれた信号電位 （マイナス）から低電位側にシフ トす

る。そして、出力端 0 n + 1 が非アクティブになると、フリップフロップF

n は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」 、 D端子が 「H」

となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状態となる （出力

端Q B は 「H」のまま）。よって、出力端 U n の電位はV L のままである。

すなわち、画素 P X n の電位は、シフ ト後の電位を維持する。

[0024] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 2 段の出力端 0 n + 2 がアクティブになる

と、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端

子が 「H」、 D端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 1 2 3 のみO N

) 、出力端Q B にC S極性信号 （「し」 ）が出力されるため、出力端 U n +

1 の電位はV H ( H i 9 ト側の〇3 電位）に反転する。これに伴い、次段の

画素 P X n + 1 の電位は、書き込まれた信号電位 （プラス）から高電位側に

シフ トする。そして、出力端 0 η + 2 が非アクティブになると、フリップフ

ロップF η + 1 は、 Α 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」 、 D

端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状態

となる （出力端Q B は 「し」 のまま）。よって、出力端 U n + 1 の電位はV



Hのままである。すなわち、画素 P X n + 1 の電位は、シフ ト後の電位を維

持する。

[0025] このように、図 2 のC S ドライバのフリップフロップは、ゲ一 卜ドライバ

の前段 （自段の直前の段）の出力端がアクティブになったときのC S極性信

号の反転信号をラッチ し、その後、ゲ一 卜ドライバの次段 （自段の直後の段

) の出力端がアクティブになったときのC S極性信号をラッチする。そして

、 C S極性信号が 1 H反転であるため、ゲ一 卜ドライバの前段の出力端がァ

クティプになったときのC S極性信号の反転信号と、後段の出力端がァクテ

イブになったときのC S極性信号とが逆極性となる。 したがって、画素への

書き込みの前後で、該画素の画素電極と容量を形成する保持容量配線の電位

が反転 し、図 2 のような簡易な構成でC C駆動が実現される。さらに、 2 回

のラッチを行うことで、最初のラッチ前における保持容量配線の電位 （H ま

たはし）とは関係なく、該保持容量配線の電位を画素への書き込み前後で反

転させることができるため、電源投入後の最初のフレーム （このフレーム開

始時にC S ドライバが初期化され、全段の出力端が第 2 C S 電位 （V L ) と

される）でも画面の乱れがほとんどみられない。また、図 5 では、ソース ド

ライバ 4 に出力されるソ一ス極性信号が、 P 0 L に供給されるC S極性信号

と同位相となるため、両者を共通化することも可能である。

[0026] なお、図 2 のC S ドライバ 6 を含む液晶表示装置 1 では、図 6 に示すよう

に逆方向走査が行われる。この場合、 P O L に供給されるC S極性信号を、

ソース ドライバ 4 に出力されるソース極性信号 S Pの逆位相とすればよい。

[0027] C S ドライバ 6 の他の構成を図 7 に示す。図 7 のC S ドライバ 6 は、段状

に接続された複数の単位回路 （U C n _ 1 ' U C n ' U C n + 1 ) と、第 1

および第 2 C S極性信号ラインP O L 1 ' P O L 2 と、第 1 および第 2 C S

電位供給ラインC S H C S L とを備え、単位回路 U C n _ 1 は、フリップ

フロップF n — 1 と、 2 個のィンバ一タ i b n — 1 ί Β η — 1 と、出力端

U n _ 1 とを含み、単位回路 U C n は、フリップフロップF n と、 2 個のィ

ンバ一タ ί b n ί B n と、出力端 U n とを含み、単位回路 U C n + 1 は、



フリップフロップF n + 1 と、 2 個のィンバ一タ i b n + 1 ί Β η + 1 と

、出力端 U η + とを含む。

[0028] 図 8 は、図 7 のフリップフロップF j ( j = n - 1 n n + 1 ) の具体

的回路構成である。同図に示されるように、フリップフロップF j は、 6 つ

の入力端 （A ~ D X Y ) と、 2 個の出力端 （Q Q B ) と、 4 つのアナ

ログスィツチ 1 1 ~ 1 4 と、 2 つのィンバ一タ2 1 2 2 とを含み、 A 端子

がアナログスィッチ 1 1 の N端子とアナログスィッチ 1 3 の P端子とに接続

され、 B端子がアナログスィッチ 1 1 の P端子とアナログスィッチ 1 3 の N

端子とに接続され、C端子がアナログスィッチ 1 2 の N端子とアナログスィ

ツチ 1 4 の P端子とに接続され、 D端子がアナログスィッチ 1 2 の P端子と

アナログスィッチ 1 4 の N端子とに接続され、X 端子が、アナログスィッチ

を介 してインバ一タ2 の入力端子に接続され、 Y 端子が、アナログス

イッチ 1 2 を介 してィンバ一タ2 の入力端子に接続され、ィンバ一タ2

の出力端子が、インバ一タ2 2 の入力端子に接続され、インバ一タ2 2 の出

力端子が、アナログスィッチ 1 4 を介 してノー ドK に接続され、ノー ドK が

アナログスィッチ 1 3 を介 してインバ一タ2 1 の入力端子に接続され、Q端

子がィンバ一タ2 の入力端子に接続され、Q B端子がィンバ一タ2 の出

力端子に接続され、アナログスィッチ 1 1 1 2 がゲ一 卜回路G C を構成 し

、アナログスィッチ 1 3 1 4 およびインバ一タ2 1 2 2 がラッチ回路 L

C を構成 している。

[0029] 図 7 に戻って、自段である j 段 （」= η _ 1 · η · η + 1 ) の単位回路 U

C j については以下のとおりである。すなわち、インバ一タ ί b j の入力端

は、ゲ一 卜ドライバ 5 の 」段 （自段）の出力端 0 j と、 j _ 1段 （前段）の

フリップフロップF n _ 1 のC端子と、 j + 1段 （後段）のフリツプフ口ッ

プF n + 1 のA 端子とに接続され、インバ一タ回路 ί b j の出力端は、 j _

段 （前段）のフリップフロップF n _ 1 の D端子と、 j + 1段 （後段）の

フリップフロップF n + 1 の B端子とに接続されている。そして、フリップ

フロップF j は、 A 端子が、ゲ一 卜ドライバの j _ 1段 （前段）の出力端 0



j - に接続 され、 B 端子が、 j _ 1 段 （前段）のィンバ一タ ί b j _ 1 の

出力端 に接続 され、 C 端子が、ゲ一 卜ドライバの j + 1 段 （後段）の出力端

0 j + に接続 され、 D端子が、 j + 1 段 （後段）のィンバ一タ ί b j + 1

の出力端 に接続 され、 X 端子が、第 1 C S 極性信号 ライン P O L 1 に接続 さ

れ、 Y 端子が、第 2 C S 極性信号 ライン P O L 2 に接続 され、 Q B 端子が、

j 段 のィンバ一タ ί B j を介 して単位回路 U C j の出力端 U j に接続 されて

いる。すなわち、 この単位回路 U C j では、 フ リップフロップ F j の出力端

Q B が H (非 アクテ ィブ）の ときに出力端 U j か ら電位 V L ( 1_ 0 « 側 の〇

S 電位）が出力され、 出力端 Q B が L ( アクテ ィブ）の ときに出力端 U j か

ら電位 V H ( H i g h 側 の C S 電位）が出力される。

[0030] 図 9 は、図 7 の C S ドライバ 6 を含む液晶表示装置 1 の駆動方法 （フ レー

厶 F 1 および フ レーム F 2 ) を示すタイミングチヤ一 卜である。なお、第 1

C S 極性信号 ライン P 0 L 1 には、一水平走査期間 （1 H ) ごとに極性が反

転する第 1 C S 極性信号が供給 され、第 2 C S 極性信号 ライン P 0 L 2 には

、第 1 C S 極性信号の反転信号である、第 2 の C S 極性信号が供給 される。

また、 フ レーム F の開始時に、ゲ一 卜ドライバ 5 が初期化 されてすベての

出力端がアクテ ィブにされるとともに、 C S ドライバ 6 も初期化 されてすべ

ての出力端が 「V L 」にされるもの とする （初期化 については後述）。以下

では、 n 段 を基準段 （自段） とする。

[0031 ] フ レーム F 1 では、ゲ一 卜ドライバ 5 の n _ 1 段 （前段）の出力端 0 n _

1 がアクテ ィブになると、 フ リップフロップ F n は、 A 端子が 「H 」、 B 端

子が 「し」、 C 端子が 「し」、 D端子が 「H 」 とな り （アナ ログスィ ッチ 1

1 4 のみ O N ) 、 出力端 Q B に第 1 C S 極性信号の反転信号 （「H 」）

が出力されるため、 出力端 U n の電位 は V L ( 1_ 0 « 側 の〇 3 電位）のまま

である。 そ して、 出力端 0 n _ 1 が非 アクテ ィブになると、 フ リップフロッ

プ F n は、 A 端子が 「し」、 B 端子が 「H 」、 C 端子が 「し」、 D端子が 「

H 」 とな り （アナ ログスィ ッチ 1 3 4 のみ O N ) 、 ラッチ状態 となる （

出力端 Q B は 「H 」のまま）。 よって、 出力端 U n の電位 は V L のままであ



る。

[0032] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段の出力端 0 n がアクティブになると、自段

の画素 P X n にプラスの信号電位が書き込まれる。このとき、フリップフロ

ップF n は、ラッチ状態が維持されるため、出力端 U n の電位はV L のまま

である。また、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「H」、 B端子が 「

し」 、 C端子が 「し」 、 D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 1 1

4 のみO N ) 、出力端Q B に第 1 C S極性信号の反転信号 （ 「し」 ） が出力

されるため、出力端 U n + 1 の電位はV H ( H i g h 側のC S 電位）に反転

する。そして、出力端 0 n が非アクティブになると、フリップフロップF n

+ 1 は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」 、 D端子が 「H

」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状態 （出力端Q

B は 「し」 のまま）となる。よって、出力端 U n + 1 の電位はV Hのままで

ある。

[0033] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 1段 （次段）の出力端 0 n + 1 がァクティ

プになると、次段の画素 P X n + 1 にマイナスの信号電位が書き込まれる。

このとき、フリップフロップF n は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C

端子が 「H」、 D端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 1 2 3 のみ0

N ) 、出力端Q B に第 2 C S極性信号の反転信号 （「し」 ）が出力されるた

め、出力端 U n の電位はV H ( H i g h 側のC S 電位）に反転する。これに

伴い、自段の画素 P X n の電位は、書き込まれた信号電位 （プラス）から高

電位側にシフ 卜する。そして、出力端 0 n + が非ァクティプになると、フ

リップフロップF n は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」

、 D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ

状態となる （出力端Q B は 「し」 のまま）。よって、出力端 U n の電位はV

Hのままである。すなわち、画素 P X n の電位は、シフ ト後の電位を維持す

る。

[0034] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 2 段の出力端 0 n + 2 がアクティブになる

と、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端



子が 「H」、 D端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 1 2 3 のみO N

) 、出力端Q B に第 2 C S極性信号の反転信号 （「H」）が出力されるため

、出力端 U n + 1 の電位はV L ( 1_ 0 «側の〇3 電位）に反転する。これに

伴い、次段の画素 P X n + 1 の電位は、書き込まれた信号電位 （マイナス）

から低電位側にシフ 卜する。そして、出力端 0 n + 2 が非ァクティプになる

と、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「し」、 B端子が 「H」、 C端

子が 「し」、 D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N

) 、ラッチ状態となる （出力端Q B は 「H」のまま）。よって、出力端 U n

+ 1 の電位はV L のままである。すなわち、画素 P X n + 1 の電位は、シフ

卜後の電位を維持する。

[0035] フ レーム F 2 では、ゲ一 卜ドライバ 5 の n _ 1段 （前段）の出力端 0 n _

1 がアクティブになると、フリップフロップF n は、 A 端子が 「H」、 B端

子が 「し」、 C端子が 「し」、 D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1

1 4 のみO N ) 、出力端Q B に第 1 C S極性信号の反転信号 （「し」）

が出力されるため、出力端 U n の電位はV H ( H i g h 側のC S 電位）のま

まである。そして、出力端 0 n _ 1 が非アクティブになると、フリップフロ

ップF n は、 A 端子が 「し」、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」、 D端子が

「H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状態となる

(出力端Q B は 「し」のまま）。よって、出力端 U n の電位はV Hのままで

ある。

[0036] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段の出力端 0 n がアクティブになると、自段

の画素 P X n にマイナスの信号電位が書き込まれる。このとき、フリップフ

ロップF n は、ラッチ状態が維持されるため、出力端 U n の電位はV Hのま

まである。また、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「H」、 B端子が

「し」、 C端子が 「し」、 D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 1

1 4 のみO N ) 、出力端Q B に第 1 C S極性信号の反転信号 （「H」）が出

力されるため、出力端 U n + の電位はV L ( L o w 側のC S 電位）が維持

される。そして、出力端 0 n が非アクティブになると、フリップフロップF



n + 1 は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」 、 D端子が 「

H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状態となる （

出力端Q B は 「H」のまま）。よって、出力端 U n + の電位はV L のまま

である。

[0037] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 1段 （次段）の出力端 0 n + 1 がァクティ

プになると、次段の画素 P X n + 1 にプラスの信号電位が書き込まれる。こ

のとき、フリップフロップF n は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端

子が 「H」、 D端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 1 2 3 のみO N

) 、出力端Q B に第 2 C S極性信号の反転信号 （「H」）が出力されるため

、出力端 U n の電位はV L ( 1_ 0 «側の〇3 電位）に反転する。これに伴い

、自段の画素 P X n の電位は、書き込まれた信号電位 （マイナス）から低電

位側にシフ 卜する。そして、出力端 0 n + が非ァクティプになると、フリ

ップフロップF n は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端子が 「し」 、

D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N ) 、ラッチ状

態となる （出力端Q B は 「H」のまま）。よって、出力端 U n の電位はV L

のままである。すなわち、画素 P X n の電位は、シフ ト後の電位を維持する

[0038] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 2 段の出力端 0 n + 2 がアクティブになる

と、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端

子が 「H」、 D端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 1 2 3 のみO N

) 、出力端Q B に第 2 C S極性信号の反転信号 （「し」 ）が出力されるため

、出力端 U n + 1 の電位はV H ( H i g h 側のC S 電位）に反転する。これ

に伴い、次段の画素 P X n + 1 の電位は、書き込まれた信号電位 （プラス）

から高電位側にシフ トする。そして、出力端 0 n + 2 が非アクティブになる

と、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「し」 、 B端子が 「H」、 C端

子が 「し」 、 D端子が 「H」となり （アナログスィッチ 1 3 4 のみO N

) 、ラッチ状態となる （出力端Q B は 「し」 のまま）。よって、出力端 U n

+ 1 の電位はV Hのままである。すなわち、画素 P X n + 1 の電位は、シフ



卜後の電位 を維持する。

[0039] このように、図 7 の C S ドライバのフ リップフロップは、ゲ一 卜ドライバ

の前段 （自段の直前の段）の出力端がアクテ ィブになったときの第 1 C S 極

性信号の反転信号をラッチ し、その後、ゲ一 卜ドライバの次段 （自段の直後

の段）の出力端がァクテ ィプになったときの第 2 C S 極性信号の反転信号を

ラッチする。そ して、第 1 および第 2 C S 極性信号それぞれが 1 H 反転で、

かつ両者が逆位相であるため、ゲ一 卜ドライバの前段の出力端がァクテ ィプ

になったときの第 1 C S 極性信号の反転信号 と、後段の出力端がアクテ ィブ

になったときの第 2 C S 極性信号の反転信号 とが逆極性 となる。 したがって

、画素への書 き込みの前後で、該画素の画素電極 と容量を形成する保持容量

配線の電位が反転 し、図 7 のような簡易な構成でC C 駆動が実現 される。 さ

らに、 2 回のラッチを行 うことで、最初のラッチ前 における保持容量配線の

電位 （H または L ) とは関係な く、該保持容量配線の電位 を画素への書 き込

み前後で反転 させることができるため、電源投入後の最初のフレーム （この

フレーム開始時にC S ドライバが初期化され、全段の出力端が第 2 C S 電位

( V L ) とされる）でも画面の乱れがほとんどみ られない。 また、図 9 では

、 ソース ドライバ 4 に出力されるソース極性信号が、 P O L 1 に供給 される

第 1 C S 極性信号 と同位相 となるため、両者 を共通化することも可能である

[0040] なお、図 7 の C S ドライバ 6 を含む液晶表示装置 1 では、図 1 0 に示すよ

うに逆方向走査が行われる。 この場合、 ソース ドライバ 4 に出力されるソ一

ス極性信号が、 P 0 L 2 に供給 される第 2 C S 極性信号 と同位相 となるため

、両者 を共通化することも可能である。

[0041 ] 図 1 1 は、電源投入後の最初のフレームでの図 7 の C S ドライバ 6 の初期

化動作を示すタイミングチヤ一 卜である。同図に示されるように、初期化時

には、ゲ一 卜ドライバの全段がアクテ ィブ 「H 」 とされるので （後述）、第

1 および第 2 C S 極性信号を同位相 （それぞれを 「し」）に固定 しておけば

、 C S ドライバの全段の出力端 をV L に固定することができる。なお、初期



化時には、図 8 のフリップフロップのX 端子およびY 端子それぞれに 「Η 」

が入力され、アナログスィッチ 1 1 1 2 のみO N となり、Q B は 「H」と

なっている。そして、初期化が終了し、アナログスィッチ 1 1 1 2 がO F

F し、アナログスィッチ 1 3 1 4 が0 N しても、Q B には 「H」が維持さ

れる。

[0042] 図 2 のC S ドライバ 6 でフリップフ口ップを図4 のように構成 した場合、

初期化時に、図4 のフリップフロップのX 端子に 「し」 を入力 し （アナログ

スィッチ 1 1 1 2 のみO N ) 、 Q B を 「H」としても、初期化が終了する

と、フリップフロップ内に貫通電流が生 じてQ B に 「H」が維持されない （

Q B の出力が確定 しない）ことがありうる。そこで、図4 フリップフロップ

に、図 1 2 のようにY 端子を設け、X 端子に第 1 C S極性信号が入力される

とともに、 Y 端子に第 2 C S極性信号が入力される構成とし、C S ドライバ

6 を図 7 のように構成することもできる。この場合には、図 1 3 に示すよう

に、初期化時には、第 1 および第 2 C S極性信号を逆位相 （第 1 C S極性信

号を 「し」 に、第 2 C S極性信号を 「H」）に固定 し、初期化終了後は、第

1 および第 2 C S極性信号を同位相とする。こうすれば、初期化時に、C S

ドライバの全段の出力端をV L に固定することができる。なお、初期化時に

は、図 1 2 のフリップフロップのX 端子に 「し」 が入力され、 Y 端子に 「H

」が入力され、アナログスィッチ 1 1 1 2 のみO N となり、Q B は 「H」

となっている。そして、初期化が終了し、アナログスィッチ 1 1 1 2 が0

F F し、アナログスィッチ 1 3 1 4 が0 N しても、Q B には 「H」が維持

される。

[0043] C S ドライバ 6 のさらに他の構成を図 1 4 に示す。図 1 4 のC S ドライバ

6 は、段状に接続された複数の単位回路 （U C n _ 1 U C n U C n + 1

) と、C S極性信号ラインP O L と、第 1 および第 2 C S 電位供給ラインC

S H C S L とを備え、単位回路 U C n — 1 は、フリップフロップF n — 1

と、 2 個のィンバ一タ i b n — 1 ί Β η — 1 と、出力端 U η - とを含み

、単位回路 U C n は、フリップフロップF n と、 2 個のインバ一タ i b n -



ί B n と、出力端 U n とを含み、単位回路 U C n + 1 は、フリップフ口ップ

F n + 1 と、 2 個のィンバ一タ i b n + 1 ί Β η + 1 と、出力端 U η +

とを含む。

[0044] 図 1 5 は、フリップフロップF j ( j = n - 1 n n + 1 ) の具体的回

路構成である。同図に示されるように、フリップフロップF j は、 3 つの入

力端 （A C X ) と、 2 個の出力端 （Q Q B ) と、 4 つのアナログスィ

ツチ 1 1 ~ 1 4 と、 4 つのィンバ一タ2 1 - 3 - 3 3 2 とを含み、 A

端子がアナログスィッチ 1 1 の N端子とアナログスィッチ 1 3 の P端子とィ

ンバ一タ3 の入力端子とに接続され、インバ一タ3 の出力端子がアナ口

グスィッチ 1 1 の P端子とアナログスィッチ 1 3 の N端子とに接続され、C

端子がアナログスィッチ 1 2 の N端子とアナログスィッチ 1 4 の P端子とィ

ンバ一タ3 2 の入力端子とに接続され、インバ一タ3 2 の出力端子がアナ口

グスィッチ 1 2 の P端子とアナログスィッチ 1 4 の N端子とに接続され、X

端子が、アナログスィッチ 1 1 を介 してインバ一タ2 の入力端子に接続さ

れるとともに、アナログスィッチ 1 2 を介 してインバ一タ2 3 の入力端子に

接続され、インバ一タ2 1 の出力端子が、アナログスィッチ 1 4 を介 してィ

ンバ一タ2 3 の入力端子に接続され、インバ一タ2 3 の出力端子が、アナ口

グスィッチ 1 3 を介 してインバ一タ2 の入力端子に接続され、Q端子がィ

ンバ一タ2 の入力端子に接続され、Q B端子がィンバ一タ2 の出力端子

に接続され、アナログスィッチ 1 1 1 2 およびインバ一タ3 3 2 がゲ

— 卜回路G C を構成 し、アナログスィッチ 1 3 · 1 4 およびインバ一タ2 1

2 3 がラッチ回路 L C を構成 している。

[0045] 図 1 4 に戻って、自段である j 段 （」= η _ 1 · η · η + 1 ) の単位回路

U C j については以下のとおりである。すなわち、ゲ一 卜ドライバ 5 の j 段

(自段）の出力端 0 j は、 j _ 1段 （前段）のフリップフロップF n _ 1 の

C端子と、 j + 1段 （後段）のフリップフロップF n + 1 のA 端子とに接続

される。そして、フリップフロップF j は、 A 端子が、ゲ一 卜ドライバの j

- 段 （前段）の出力端 0 j - に接続され、C端子が、ゲ一 卜ドライバの



j + 1段 （後段）の出力端 0 j + に接続され、X 端子が、C S極性信号ラ

インP O L に接続され、Q B端子が、 j 段のインバ一タ ί B j を介 して単位

回路 U C j の出力端 U j に接続されている。すなわち、この単位回路 U C j

では、フリップフロップF j の出力端Q B がH (非アクティブ）のときに出

力端 U j から電位 V L ( 1_ 0 «側の〇3 電位）が出力され、出力端Q B が L

(アクティブ）のときに出力端 U j から電位 V H ( H i 9 ト側の〇3 電位）

が出力される。

[0046] なお、図 1 4 のC S ドライバ 6 を含む液晶表示装置 1 の駆動方法は、図 5

図 6 に示すとおりである。図 1 4 の構成によれば、C S ドライバ内の配線

数を削減することができる。

[0047] 図 1 4 のC S ドライバ 6 のフリップフ口ップを図 1 6 のように構成するこ

ともできる。図 1 6 のフリップフロップF j ( j = n - n n + 1 ) は

、 3 つの入力端 （A C X ) と、 2 個の出力端 （Q Q B ) と、 2 つの P

チャネル トランジスタ3 3 3 4 と、 2 つのNチャネル トランジスタ3 1

3 2 と、 2 つのインバ一タ2 1 2 4 とを含み、 A 端子がNチャネル 卜ラン

ジスタ3 のゲ一 卜端子とPチャネル トランジスタ3 3 のゲ一 卜端子とに接

続され、C端子がNチャネル トランジスタ3 2 のゲ一 卜端子とPチャネル 卜

ランジスタ3 4 のゲ一 卜端子とに接続され、X 端子が、 Nチャネル 卜ランジ

スタ3 を介 してィンバ一タ2 の入力端子に接続されるとともに、 Nチヤ

ネル トランジスタ3 2 を介 してィンバ一タ2 4 の入力端子に接続され、ィン

バ一タ2 の出力端子が、 Pチャネル トランジスタ3 4 を介 してィンバ一タ

2 4 の入力端子に接続され、インバ一タ2 4 の出力端子が、 Pチャネル トラ

ンジスタ3 3 を介 してインバ一タ2 の入力端子に接続され、Q端子がイン

バ一タ2 の入力端子に接続され、Q B端子がィンバ一タ2 の出力端子に

接続され、 Nチャネル トランジスタ3 1 3 2 がゲ一 卜回路G C を構成 し、

Pチャネル トランジスタ3 3 3 4 およびィンバ一タ2 2 4 がラッチ回

路 L C を構成 している。

[0048] 図 1 6 のフリップフロップを含む図 1 4 のC S ドライバ 6 では、図 1 7 に



示すように、例えばフリップフロップF n の出力端Q B の電位は、ゲ一 卜ド

ライバの出力端 0 n + 1 のアクティブ化に伴って、立ち下がるものの 「し」

までは落ちず （閾値ずれ）、ゲ一 卜ドライバの出力端 0 n + が非ァクティ

プ化 してフリップフロップF n にフィー ドバックがかかることで、 「し」ま

で低下する。ゲ一 卜パルスの振幅が十分に大きい場合や、フリップフ口ップ

の出力が閾値ずれ しても問題ない場合には、図 1 6 のようにして素子数を低

減させることができる。

[0049] 図 1 6 のフリップフロップを図 1 8 のように構成することもできる。図 1

8 のフリップフロップF j ( j = n - n n + ) は、 3 つの入力端 （

A C X ) と、 2 個の出力端 （Q Q B ) と、 2 つの Pチャネル 卜ランジ

スタ3 3 3 4 と、 2 つのNチャネル トランジスタ3 1 3 2 と、 2 つのィ

ンバ一タ2 1 2 2 とを含み、 A 端子がNチャネル トランジスタ3 1 のゲ一

卜端子とPチャネル トランジスタ3 3 のゲ一 卜端子とに接続され、C端子が

Nチャネル トランジスタ3 2 のゲ一 卜端子とPチャネル トランジスタ3 4 の

ゲ一 卜端子とに接続され、X 端子が、 Nチャネル トランジスタ3 1 を介 して

ィンバ一タ2 の入力端子に接続されるとともに、 Nチャネル トランジスタ

3 2 を介 してィンバ一タ2 の入力端子に接続され、ィンバ一タ2 の出力

端子がィンバ一タ2 の入力端子に接続され、ィンバ一タ2 の出力端子が

Pチャネル トランジスタ3 4 を介 してノー ドK に接続され、ノー ドベが、 P

チャネル トランジスタ3 3 を介 してィンバ一タ2 の入力端子に接続され、

Q端子がィンバ一タ2 の入力端子に接続され、Q B端子がィンバ一タ2

の出力端子に接続され、 Nチャネル トランジスタ3 1 3 2 がゲ一 卜回路G

C を構成 し、 Pチャネル トランジスタ3 3 3 4 およびインバ一タ2 1 -

2 がラッチ回路 L C を構成 している。

[0050] 上記のC S ドライバでは、C S極性信号 （あるいは第 1 および第 2 C S極

性信号）を 1 H反転とし、画素へ書き込みも 1 ライン反転としているがこれ

に限定されない。図 7 のC S ドライバ 6 (フリップフロップは、例えば図 8

の構成とする）を図 1 9 のように駆動することもできる。すなわち、第 1 C



S 極性信号 （P 0 L 1 の信号）および第 2 C S 極性信号 （P 0 L 2 の信号）

それぞれを 2 H 反転 とするとともに、両者 を同位相 と し、画素へ書 き込みも

2 ライン反転 （2 行 ごとに書 き込み電位の極性が反転する駆動） とする。 こ

の場合はソー ス ドライバ 4 に出力されるソー ス極性信号 S P も 2 H 反転 と し

、例えば、 P 0 L 1 に供給 される第 1 C S 極性信号、および P 0 L 2 に供給

される第 2 C S 極性信号それぞれを、 ソー ス極性信号 S P に対 して 1 H 進め

た位相 とすればよい。

[0051 ] 図 2 0 は、図 1 のゲ一 卜ドライバ 5 の構成 を示す回路図である。図 2 0 に

示すように、本ゲ一 卜ドライバは、 I N I T B (反転初期化信号）ラインと

、 G C K B (第 1 反転ゲ一 卜クロック、同期信号）ラインと、 G C K 2 B

(第 2 反転ゲ一 卜クロック、同期信号）ラインと、 U D 1 (シフ ト方向信号

1 ) ラインと、 U D 2 (シフ ト方向信号 2 ) ラインと、初段〜末段か らなる

シフ 卜レジスタとを備える。

[0052] なお、 G C K 1 B および G C K 2 B は、互いにアクテ ィブ期間 （L o w 期

間）が重な らない 2 つのクロック信号である。 また、 I N I T B は、初期化

時に 「L o w ( アクテ ィブ）」 とな り、それ以外は 「Η ί g h 」 となる信号

である。 また、 U D は順方向シ フ 卜時に 「Η ί g h 」、逆方向シ フ 卜時に

「L o w 」 となる信号であ り、 U D 2 は順方向シフ ト時に 「L o w 」、逆方

向シフ 卜時に 「Η ί g h 」 となる信号である。

[0053] 例 えば、シフ トレジスタの第 n 段 （n は 1 ~ mの整数）には、 フ リップフ

ロップ f n と、 2 つのアナログスィッチ S W n s w n と、インバ一夕と、

出力端 0 n とが含 まれる。

[0054] フ リップフロップ f n は、入力側の a ~ d 端子および X y 端子 と、出力

側 となる q 端子および q b 端子 とを備える。

[0055] 図 2 1 に、 フ リップフロップ f n の具体的回路構成 を示す。同図に示され

るように、 フ リップフロップ f n は、 アナログスィッチ 1 1 1 1 1 2 と、

ィンバ一タ 1 2 1 1 2 2 とを備え、 b 端子がアナログスィツチ 1 1 1 の P

端子に接続 され、 a 端子がアナログスィッチ 1 1 1 の N端子に接続 され、 d



端子がアナログスィッチ 1 1 2 の P端子に接続され、 c 端子がアナログスィ

ツチ 1 1 2 の N端子に接続され、 X 端子がアナログスィッチ 1 1 1 を介 して

インバ一タ 1 2 の入力端子に接続され、 y 端子がアナログスィッチ 1 1 2

を介 してィンバ一タ 1 2 の入力端子に接続されている。ィンバ一タ 1 2

の出力端子はインバ一タ 1 2 2 の入力端子に接続され、インバ一タ 1 2 2 の

出力端子がアナログスィッチ 1 1 4 を介 してノー ドk に接続され、ノー ドk

がアナログスィッチ 1 1 3 を介 してインバ一タ 1 2 1 の入力端子に接続され

る。

[0056] なお、図 2 0 のゲ一 卜ドライバ 5 の駆動方法は、図 2 2 (順方向）および

図 2 3 (逆方向）並びに図 2 4 (初期化時）に示すとおりである。

[0057] 〔実施の形態 2 〕

図 2 5 は、本液晶表示装置 1 の別構成を示すプロック図である。図 2 5 の

液晶表示装置 1 は、表示制御回路 2 、液晶パネル 3 、 ソース ドライバ 4 、ゲ

— 卜ドライバ 5 、およびC O M ドライバ 6 6 を備える。液晶パネル 3 には、

走査信号線 （G n _ 1 G n G n + 1 ) データ信号線 （S ί ) 、画素 （

Ρ Χ η — 1、 Ρ Χ η 、 Ρ Χ η + 1 ) 、および共通電極 （C O M n — 1、 C O

M n、 C O M n + ) が設けられ、例えば、画素 P X n に設けられた画素電

極は、 T F T を介 して走査信号線G n およびデータ信号線 S i に接続され、

さらに、共通電極C O M n と液晶容量を形成 している。そして、共通電極C

O M n は、C O M ドライバ 6 6 の n 段の出力端 Z n に接続され、走査信号線

G n は、ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段の出力端 0 n に接続されている。ここで、

走査信号線を駆動するゲー トドライバ 5 (双方向シフ トが可能）は、例えば

、出力端 0 n からn段の走査信号を出力する。データ信号線を駆動するソー

ス ドライバ 4 は、 n 水平走査期間 （n は自然数）ごとに極性が反転するデ一

タ信号を出力する。共通電極を駆動するC O M ドライバ 6 6 は、例えば、出

力端 Z n からn段の駆動信号を出力する。また、表示制御回路 2 はソース ド

ライバ 4 、ゲ一 卜ドライバ 5 、およびC O M ドライバ 6 6 を制御する。なお

、図 2 5 のように （液晶パネルの）表示部の一方の側にゲ一 卜ドライバ 5 お



よびC O M ドライバ 6 6 を配置 してもよいし、表示部の一方の側にゲ一 卜ド

ライバ 5 を配 し、他方の側にC O M ドライバ 6 6 を配する （ゲ一 卜ドライバ

5 とC O M ドライバ 6 6 とを、それらの間に液晶パネルの表示部が位置する

ように設ける）ことも可能である。また、ゲ一 卜ドライバ 5 およびC O M ド

ライバ 6 6 の少なくとも一方が、液晶パネルに一体形成 （モノリシックに形

成）されていてもよい。

[0058] 図 2 5 のC O M ドライバ 6 6 の構成は図 2 6 のとおりである。すなわち、

C O M ドライバ 6 6 は、段状に接続された複数の単位回路 （Z C n _ 1 Z

C n Z C n + 1 ) と、C 0 M極性信号ラインP 0 L と、第 1 および第 2 C

O M電位供給ラインC O M H C O M L とを備え、単位回路 Z C n _ 1 は、

フリップフロップF n — 1 と、ィンバ一タ ί B n — 1 と、出力端 Z n — 1 と

を含み、単位回路 Z C n は、フリップフロップF n と、ィンバ一タ ί B n と

、出力端 Z n とを含み、単位回路 Z C n + 1 は、フリップフロップF n + 1

と、インバ一タ ί Β η + 1 と、出力端 Ζ η + 1 とを含む。なお、インバ一タ

i B j ( j = n - 1 - n - n + 1 ) の具体的回路構成は図 3 のとおりである

(ただ し、 V H > v L ) 。

[0059] 図 2 7 は、フリップフロップF j ( j = n - 1 n n + 1 ) の具体的回

路構成である。同図に示されるように、フリップフロップF j は、 3 つの入

力端 （A C X ) と、 2 個の出力端 （Q Q B ) と、 2 つのアナログスィ

ツチ 5 1 5 2 と、 2 つのインバ一タ6 ' 6 3 と 1 つのノア回路 6 0 とを

含み、 A 端子がノア回路 6 0 の一方の入力端子に接続され、C端子がノア回

路 6 0 の他方の入力端子に接続され、X 端子が、アナログスィッチ 5 1 を介

してインバ一タ6 1 の入力端子に接続され、ノア回路 6 0 の出力端子が、ァ

ナログスィ ツチ 5 の P端子とインバ一タ6 3 の入力端子とアナログスィ ッ

チ 5 2 の N端子とに接続され、ィンバ一タ6 3 の出力端子がアナログスィッ

チ 5 のN端子とアナログスィツチ 5 2 の P端子とに接続され、ィンバ一タ

6 の出力端子がインバ一 6 2 の入力端子に接続され、インバ一タ6 2 の出

力端子が、アナログスィッチ 5 2 を介 してインバ一タ6 1 の入力端子に接続



され、 Q B 端子がインバ一タ 6 1 の出力端子に接続 され、 ノア回路 6 0 およ

びィンバ一タ 6 3 並びにアナログスィツチ 5 1 がゲ一 卜回路 G C を構成 し、

アナログスィッチ 5 2 およびインバ一タ 6 1 6 2 がラッチ回路 L C を構成

している。

[0060] 図 2 6 に戻 って、 自段である j 段 （」= η _ 1 · η · η + 1 ) の単位回路

Z C j については以下のとお りである。すなわち、ゲ一 卜ドライバ 5 の j 段

( 自段）の出力端 0 j は、 j _ 1 段 （前段）のフ リップフロップ F n _ 1 の

C 端子 と、 j + 1 段 （後段）のフ リップフロップ F n + 1 の A 端子 とに接続

されている。そ して、 フ リップフロップ F j は、 A 端子が、ゲ一 卜ドライバ

の j _ 1 段 （前段）の出力端 0 j - に接続 され、 C 端子が、ゲ一 卜ドライ

バの j + 1 段 （後段）の出力端 0 j + に接続 され、 X 端子が、 C O M極性

信号ライン P O L に接続 され、 Q B 端子が、 j 段のインバ一タ ί B j を介 し

て単位回路 Z C j の出力端 Z j に接続 されている。すなわち、 この単位回路

Z C j では、 フ リップフロップ F j の出力端 Q B が H (非 アクテ ィブ）のと

きに出力端 Z j か ら電位 V L ( L o w 側の C O M 電位）が出力され、出力端

0 が 1_ ( アクテ ィブ）のときに出力端 Z j か ら電位 V H ( H i g h 側の C

O M 電位）が出力される。

[0061 ] 図 2 8 は、図 2 6 の C O M ドライバ 6 6 を含む液晶表示装置 1 の駆動方法

(順方向走査）を示すタイミングチヤ一 卜である。なお、 C O M極性信号ラ

イン P 0 L には、一水平走査期間 （1 H ) ごとに極性が反転するC 0 M極性

信号が供給 される。以下では、 n 段 を基準段 （自段） とする。

[0062] フ レーム F 1 では、ゲ一 卜ドライバ 5 の n _ 1 段 （前段）の出力端 0 n _

がァクテ ィプになると、前段の画素 P X n - にマイナスの信号電位が書

き込 まれる。 このとき、 フ リップフロップ F n は、 A 端子が 「H 」、 C 端子

が 「し」、 ノア回路 6 0 の出力端子が 「し」 とな り （アナログスィッチ 5

のみ O N ) 、 出力端 Q B にC O M極性信号の反転信号 （「H 」）が出力され

るため、出力端 Z n の電位は v L ( L o w 側の C O M 電位）に反転する。そ

して、出力端 0 n _ 1 が非 アクテ ィブになると、 フ リップフロップ F n は、



A 端子が 「し」、 C端子が 「し」、 ノア回路 6 0 の出力端子が 「H」となり

(アナログスィッチ 5 2 のみ0 N ) 、ラッチ状態となる （出力端Q B は 「H

」のまま）。よって、出力端 Z n の電位は V L のままである。

[0063] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n 段の出力端 0 n がアクティブになると、自段

の画素 P X n にプラスの信号電位が書き込まれる。このとき、フリップフロ

ップF n は、ラッチ状態が維持され出力端 Z n (共通電極 C 0 M n ) の電位

は v L であることから、画素 P X n には大きな電圧がかけられる。また、フ

リップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「H」、 C端子が 「し」、 ノア回路 6

0 の出力端子が 「し」 となり （アナログスィッチ 5 1 のみO N ) 、出力端Q

B にC O M極性信号の反転信号 （「し」）が出力されるため、出力端 Z n +

1 の電位は v H ( H i g h 側のC O M電位）に反転する。そして、出力端 0

n が非ァクティプになると、フリップフロップF n + 1 は、 A 端子が 「L 」

、 C端子が 「し」、 ノア回路 6 0 の出力端子が 「H」となり （アナログスィ

ツチ 5 2 のみO N ) 、ラッチ状態 （出力端Q B は 「し」のまま）となる。よ

つて、出力端 Z n + 1 の電位は V Hのままである。

[0064] 次に、ゲ一 卜ドライバ 5 の n + 段 （次段）の出力端 0 n + がァクティ

プになると、次段の画素 P X n + 1 にマイナスの信号電位が書き込まれる。

このとき、フリップフロップF n + 1 は、ラッチ状態が維持され出力端 Z n

+ 1 (共通電極 C O M n + 1 ) の電位は V Hであることから、画素 P X n +

1 には大きな電圧がかけられる。また、フリップフロップF n は、 A 端子が

「し」、 C端子が 「H」、 ノア回路 6 0 の出力端子が 「し」 となり （アナ 口

グスィッチ 5 1 のみO N ) 、出力端Q B にC O M極性信号の反転信号 （「H

」）が出力されるため、出力端 Z n の電位は v L ( L o w 側のC O M電位）

のままである。そして、出力端 0 n + 1 が非アクティブになると、フリップ

フロップF n は、 A 端子が 「し」、 C端子が 「し」、 ノア回路 6 0 の出力端

子が 「H」となり （アナログスィッチ 5 2 のみO N ) 、ラッチ状態 （出力端

Q B は 「し」のまま）となる。よって、出力端 Z n の電位は V L のままであ

る。



[0065] このように、図 2 6 のC O M ドライバのフリップフロップは、ゲ一 卜ドラ

ィバの前段 （自段の直前の段）の出力端がアクティブになったときのC O M

極性信号の反転信号をラッチ し、その後、ゲ一 卜ドライバの次段 （自段の直

後の段）の出力端がァクティプになったときのC O M極性信号の反転信号を

ラッチする。そして、C O M極性信号が 1 H反転であるため、ゲ一 卜ドライ

ノくの前段の出力端がァクティブになったときのC 0 M極性信号の反転信号と

、後段の出力端がァクティプになったときのC O M極性信号の反転信号とが

同極性となる。これにより、図 2 6 のような簡易な構成でC O M駆動が実現

される。なお、C O M ドライバ 6 6 を含む液晶表示装置 1 では、図 2 9 に示

すように逆方向走査が行われる。また、図 2 8 2 9 では、ソース ドライバ

4 に出力されるソ一ス極性信号が、 P O L に供給されるC 0 M極性信号と同

位相であるため、両者を共通化することも可能である。

[0066] なお、各実施の形態で用いられるインバ一タは、例えば、図 3 0 のような

回路、すなわち、 Pチャネル トランジスタの一方の導通端子とNチャネル 卜

ランジスタの一方の導通端子と出力端子0 U T とが接続され、 Pチャネル 卜

ランジス夕の他方の導通端子がH i g h 側電源に接続されるとともに、 Nチ

ャネル トランジスタの他方の導通端子が L o w 側電源に接続され、 Pチヤネ

ル トランジスタの制御端子とNチャネル トランジスタの制御端子と入力端子

I N とが接続された回路にて実現することができる。

[0067] 本信号生成回路では、上記導電体は画素電極と保持容量を形成する保持容

量配線であり、上記駆動信号は、画素電極にデータ信号が書き込まれた後に

保持容量配線の電位を変動させるものである構成とすることもできる。

[0068] 本信号生成回路では、上記ゲー ト回路に第 1 および第 2 スィッチが含まれ

、自段のフリップフロップについて、第 1 スィッチの制御端子に、自段の前

段の走査信号に同期する信号が入力されるとともに、第 2 スィツチの制御端

子に、自段の後段の走査信号に同期する信号が入力され、かつ、ラッチ回路

に、上記極性信号が第 1 スィツチを介 して入力されるとともに、上記極性信

号または n 水平走査期間ごとに反転する別の極性信号が第 2 スィツチを介 し



て入力 され る構成 とす る こともで きる。

[0069] 本信 号 生成 回路 で は、 上記極 性信 号 と別 の極 性信 号 とが逆位相 であ る構成

とす る こともで きる。

[0070] 本信 号 生成 回路 で は、 全段 の フ リップフ ロ ップの 出力 をア クテ ィブ とす る

初期 化 を行 い、 初期 化 時 にお ける上記極 性信 号 お よび別 の極 性信 号 の位相 関

係 と、 通 常駆 動 時 にお ける上記極 性信 号 お よび別 の極 性信 号 の位相 関係 とが

異 な る構成 とす る こともで きる。

[0071 ] 本信 号 生成 回路 で は、 上記導 電体 は上記画素 電極 と液 晶容量 を形成 す る共

通 電極 であ り、 上記駆 動信 号 は、 画素 電極 にデ ー タ信 号 が書 き込 まれ る前 に

共通 電極 の電位 を変動 させ る構成 とす る こともで きる。

[0072] 本信 号 生成 回路 で は、 上記 ゲー ト回路 にスィ ッチ お よび論理 回路 が含 まれ

、 自段 の フ リップフ ロ ップにつ いて、 上記論理 回路 に、 自段 の前段 の走査信

号 に同期 す る信 号 と自段 の後段 の走査信 号 に同期 す る信 号 とが入力 され、 ラ

ツチ回路 に、 上記極 性信 号 が上記 スィ ツチ を介 して入力 され る構成 とす る こ

ともで きる。

[0073] 本信 号 生成 回路 で は、 デ ー タ信 号 の極 性 反転 を規 定 す る信 号 と、 上記極 性

信 号 とが共通化 され て い る構成 とす る こともで きる。

[0074] 本信 号 生成 回路 で は、 上記走査信 号線駆 動 回路 は順 方 向走査 お よび逆方 向

走査 が可能 であ る構成 とす る こともで きる。

[0075] 本信 号 生成 回路 で は、 同一 の段 につ いて、順 方 向走査 時 に該段 の走査信 号

が ァ クテ ィプにな る ときの上記極 性信 号 の極 性 と、 逆方 向走査 時 に該段 の走

査信 号 が ア クテ ィブにな る ときの上記極 性信 号 の極 性 とが異 な る構成 とす る

こともで きる。

[0076] 本液 晶表 示装 置 は、 上記信 号 生成 回路 を備 え る ことを特徴 とす る。

[0077] 本液 晶表 示装 置 で は、表 示部 の一方 の側 に走査信 号線駆 動 回路 が設 け られ

、他 方 の側 に上記信 号 生成 回路 が設 け られ て い る構成 とす る こともで きる。

[0078] 本発 明 は上記 の実施 の形 態 に限定 され るもので はな く、 上記実施 の形 態 を

技術 常識 に基 づ いて適宜変 更 した ものや それ らを組 み合 わせ て得 られ るもの



も本発明の実施の形態に含まれる。

産業上の利用可能性

[0079] 本発明の信号生成回路は、液晶表示装置に好適である。

符号の説明

[0080] 液晶表示装置

4 ソース ドライバ （データ信号線駆動回路）

5 ゲー 卜ドライバ （走査信号線駆動回路）

6 C S ドライバ （信号生成回路）

6 6 C O M ドライバ （信号生成回路）

F n f n フ リツプフ口ップ

O n ゲ一 卜ドライバの出力端

U n C S ドライバの出力端

Z n C O M ドライバの出力端

P O L C S極性信号ライン

P O L 1 第 1 C S ( C O M ) 極性信号ライン

P 0 L 第 2 C S ( C O M ) 極性信号ライン

S P ソース極性信号

N I T B 反転初期化信号

U D 1 シフ ト方向信号 1

U D シフ ト方向信号 2



請求の範囲

[ 請求項 1] 画素電極 を含む画素 と、上記画素電極 と容量 を形成する導電体 と、

n 水平走査期間 （n は自然数） ごとに極性が反転するデータ信号 を出

力するデータ信号線駆動回路 と、走査信号 を出力する走査信号線駆動

回路 とを含む表示装置 に用い られ、上記導電体の駆動信号 を生成する

信号生成回路であ って、

複数段のフ リップフ口ップを含み、各 フ リップフ口ップにはゲ一 卜

回路 とラッチ回路 とが設 け られ、

自段のフ リップフロップについて、ゲ一 卜回路 に、 自段の前段の走

査信号 に同期する信号 と自段の後段の走査信号 に同期する信号 とが入

力されるとともに、 ラッチ回路 に、 n 水平走査期間 ごとに反転する極

性信号が上記ゲー 卜回路 を介 して入力され、

自段のフ リップフ口ップの出力に応 じて自段の駆動信号が生成 され

る信号生成回路。

[ 請求項 2 ] 上記導電体は画素電極 と保持容量 を形成する保持容量配線であ り、

上記駆動信号は、画素電極 にデータ信号が書 き込 まれた後 に保持容

量配線の電位 を変動 させるものである請求項 1 記載の信号生成回路。

[ 請求項 3 ] 上記ゲ一 卜回路 に第 1 および第 2 スィ ツチが含 まれ、

自段のフ リップフロップについて、第 1 スィ ッチの制御端子に、 自

段の前段の走査信号 に同期する信号が入力されるとともに、第 2 スィ

ツチの制御端子に、 自段の後段の走査信号 に同期する信号が入力され

、かつ、 ラッチ回路 に、上記極性信号が第 1 スィ ッチを介 して入力さ

れるとともに、上記極性信号 または n 水平走査期間 ごとに反転する別

の極性信号が第 2 スィ ッチを介 して入力される請求項 2 記載の信号生

成回路。

[ 請求項 4 ] 上記極性信号 と別の極性信号 とが逆位相である請求項 3 記載の信号

生成回路。

[ 請求項 5 ] 全段のフ リップフ口ップの出力をァクテ ィプとする初期化 を行い、



初期化時における上記極性信号および別の極性信号の位相関係 と、

通常駆動時における上記極性信号および別の極性信号の位相関係 とが

異なる請求項 3 記載の信号生成回路。

[ 請求項 6] 上記導電体は上記画素電極 と液晶容量 を形成する共通電極 であ り、

上記駆動信号は、画素電極 にデータ信号が書 き込 まれる前 に共通電

極 の電位 を変動 させるものである請求項 1 記載の信号生成回路。

[ 請求項7] 上記ゲ一 卜回路 にスィ ツチおよび論理回路が含 まれ、

自段のフ リップフ口ップについて、上記論理回路 に、 自段の前段の

走査信号 に同期する信号 と自段の後段の走査信号 に同期する信号 とが

入力され、 ラッチ回路 に、上記極性信号が上記スィ ッチを介 して入力

される請求項 6 記載の信号生成回路。

[ 請求項8] データ信号の極性反転 を規定する信号 と、上記極性信号 とが共通化

されている請求項 1 記載の信号生成回路。

[ 請求項 9] 上記走査信号線駆動回路 は順方向走査 および逆方向走査が可能であ

る請求項 1 記載の信号生成回路。

[ 請求項 10] 同一の段 について、順方向走査時に該段の走査信号がアクテ ィブに

なるときの上記極性信号の極性 と、逆方向走査時に該段の走査信号が

アクテ ィブになるときの上記極性信号の極性 とが異なる請求項 9 記載

の信号生成回路。

[ 請求項 11] 請求項 1 ~ 1 0 のいずれか 1 項 に記載の信号生成回路 を備 えた液晶

表示装置。

[ 請求項 12] 表示部の一方の側 に走査信号線駆動回路が設 け られ、他方の側 に上

記信号生成回路が設 け られている請求項 1 1 記載の液晶表示装置。
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